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開発の経緯
日本調理機は 1993 年に AS/400 を基

幹システムとして導入し、現在の IBM i
に至るまで利用し続けている。

業務に合わせたシステム開発は内製
で行っている。総合機器メーカーである
ことから、必要な業務アプリケーション
の種類が多く、システムの構造化を進め
ていたが、長年の開発・改修によりシス
テムが肥大化。影響調査にかかる工数が
増大していった。

システムの構造化は、プログラムをカ
プセル化して個々の品質を保つのに重要
ではあるが、同時にシステム全体の把握
が困難になるというジレンマが付きまと
う。結果的に、大規模なシステム改修が
難しくなるという悪循環に陥っていた。

その後、Delphi/400 XE を 2011 年に
導入。データのエントリーはキーボード
のみで操作できる利点などから、5250
エミュレータを継続して使用していた
が、参照・印刷などのアプリケーション
は、表現力の高い Delphi/400 で作成す

ることが増えてきた。RPG、CL に加え、
Delphi の習得が必須になったことで、
開発者の育成にこれまで以上に時間がか
かるようになる。

また一定の技術力を習得しても、シス
テム全体の把握にはさらに多くの期間が
必要であり、そのためシステムの現状を
記した仕様書などの文書を並行して管理
するのに、時間と手間がかかりすぎてい
た。

そこで既存のシステムを見える化し、
少人数で高効率なアジャイル開発向けの
システムにシフトしていくことが課題に
なった。RPG、CL、Delphi/400 という
自社にとって使い慣れた技術の組み合わ
せで、開発・管理しやすい環境を構築し
ていくことを決めた。

前提
5250 のメニュー画面は、自社独自の

構成になっている。【図 1】
使用言語は RPG と CL であるが、RPG

Ⅲと RPG Ⅳが混在している。RPG Ⅳの

特記事項として、サービスプログラムの
バインドを行っている点と、一部がフ
リーフォームで書かれている点がある。

解決したい既知の問題点
・ 構造化されたシステムの全体像を把握

するのに時間がかかり、大規模な改修
が容易に行えない。問題が発生した際
にも、調査に時間がかかる場合が多
かった。

・ 影響調査の際に、FNDSTRPDM の
検索結果を元にしていたが、余計な検
索結果が多く、精査に無駄な時間がか
かっていた。見落としなどのヒューマ
ンエラーも起こりやすい状況であっ
た。

・ 物理ファイルに新規のフィールドを追
加したいが、時間がかかるので、新た
に物理ファイルを作成するケースが
多かった。結果的にデータベースの正
規化が正しく行えず、システムがより
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心と体の健全な発育をサポートする
学校給食、治癒意欲を促すおいしい
病院食、心身をリフレッシュさせて
生産性を高める社員食堂など、日本
調理機はフードサービス産業を支え
る総合厨房機器メーカーとして、革
新的なキッチンづくりと快適な作業
環境を追求している。
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（5）一括コンパイル
RPG や CL のプログラムを、一括で

連続してコンパイルできる。処理リスト
は、（4）のダウンロードデータを使える。
ソースの一部を【図 10】に示す。コン
パイルの成功・失敗の結果の一覧を取得
することもできる。

（ そ の 他 1） メ ニ ュ ー の 検 索・ 展 開
（Delphi）

メニューのツリー展開表示・検索プロ
グラム（Delphi）を作成した。ユーザー
からの問い合わせ時に、対象のプログラ
ムがどこのメニューから呼び出されたも
のかをすぐに見つけられる。

（その他 2）ソース検索結果のダウンロー
ド

FNDSTRPRM の検索結果を、各ツー
ルの処理リストなどに使いたい場合があ
るため、検索結果をダウンロードできる
ようにした。

（その他 3）従属論理ファイル調査プロ
グラム

事前調査で従属論理ファイルリスト
の調査が必要だったが、定期的なシステ
ム全体のメンテナンスにも利用できる。

（その他 4）ソースとオブジェクトの整
合性調査・一括棚卸し

事前調査でも必要になるが、システム
全体のメンテナンスにも使用できる。定
期的に実施することで、ソースやオブ
ジェクトの棚卸しが簡単にできる。

実際には、（2）〜（5）以外のツール
は事前調査の時点で有効なものである。

アジャイル開発向け 
システム構築のポイント

システム自体は、既知の技術の組み合
わせであり、共通のロジックの多い構成
にしたので、開発期間はさほどかからな
かった（1 人月程度）。

重要なのは開発よりも、事前調査とシ
ステムの整備がしっかりできるかどうか
である。想定外の部分があれば当然、解
析結果から漏れてしまう。既存のシステ
ム全体をよく理解した技術者の元で、シ
ステムがどのような技術を使い、どのよ

ブラリ管理ファイルから一括で処理リス
トにセットできるが、CSV ファイルか
ら処理リストをエントリーすることもで
きる。ソースの一部を【図 6】に示す。

（2）クローラー
PRG や CL のソースを解析し、構成

情報を収集するプログラム（以下、クロー
ラー）は、処理リストを元に、各オブジェ
クトの親子関係（呼び出し元プログラム
＝親、呼び出されるファイルやプログラ
ム＝子）を、ツリー構造のファイル（以
下、ツリーファイル）に書き出す。

その際、オブジェクト名テーブルを参
照して情報を付与する（前提として、オ
ブジェクトとソースが同一ライブラリ内
にセットで存在していること）。ソース
の一部を【図 7】に示す。

処理リストは 5250 画面から 1 件ずつ
入力・削除できるが、一括エントリーの
3 つの方法を以下のように用意した。

1.　 現行のメニューにあるすべてのプロ
グラム

2.　 FNDSTRPDM のコピー結果
3.　 CSV ファイル（ツリーファイルの全

更新 or 差分更新は、処理リストの
エントリー方法で使い分ける）

（3）構造の把握（Delphi）
ツリーファイルに集められたシステ

ムの構造データは、ツリーの展開表示プ
ログラムで、各オブジェクトの親子関係
を簡単に展開して把握できる。展開した
いプログラム名称は、クローラーの処理
リストやメニューファイルから選択した
り、一度展開してから一部分だけを選択
して展開することもできる。概要を【図
8】に示す。

（4）構造の検索・リスト化（Delphi）
影響調査の際には、ファイルを使用し

ている親プログラムや、子プログラムに
対する親プログラムの一覧を調べること
が多い。ツリーファイル内を検索してリ
スト化するプログラムを使用すること
で、すぐに影響調査の結果をダウンロー
ドできる。データは、改修にあたるメン
バー間で使う資料にそのまま使用でき
る。イメージを【図 9】に示す。

複雑になるという悪循環を招いてい
た。

・ 使われていないオブジェクト、ソース
メンバーを整理（棚卸し）したいが、
量が膨大（約 2 万件）であるため、精
査できずにいた。

事前調査
システムの構造をプログラムで解析

する場合、ある程度のルールに則ってシ
ステムが構成されている必要がある。

たとえば自社内には、「論理ファイル
の作成場所は物理ファイルと同じライブ
ラリにする」というルールや、「別のラ
イブラリに同名のファイルを作成する場
合、フィールドの構成などをまったく同
じに保つ」「QDDSSRC メンバーとオブ
ジェクトは、必ず同じライブラリ内に置
く」などのルールがある。

しかし長年運用されてきたシステム
であるため、例外が存在していないかを
事前に調査・精査する必要があった。ま
たサインオンユーザー、ライブラリとも
に、現行のデータを扱うものと、過去デー
タ用のものが存在するので、それぞれの
管理ファイル【図 2】を作成し、調査結
果をエントリーした。

アジャイル開発向け 
システムの構成と要素

使用するのは開発者であることから、
使いやすさよりも短期間での構築に重き
を置き、汎用性の高い 2 つのプログラム

（Delphi）を、各ツールで利用できるよ
うにした。【図 3】はファイル内容の xls
ダウンロード、【図 4】は CSV からのアッ
プロードを示している。

システムは、以下に示す（1）〜（5）
の影響調査から一括コンパイルまでを行
う一連のツール類と、補助的にさまざま
な用途に使用できる（その他 1）〜（そ
の他 4）のツール類で構成した。
（1）〜（5）の概要を【図 5】に示す。

（1）オブジェクト情報出力
処理リストのライブラリ名を対象に、

オブジェクト情報を収集する（オブジェ
クト名テーブルファイルへの書き出し）。
現行のデータがあるライブラリは、ライ
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化を実現するのは難しいが、Delphi/400
のグラフィカルなインターフェースや、
高速で動作する SQL が扱える Query コ
ンポーネントを活用すれば、短期間で十
分使えるツールが開発できるとわかっ
た。

システムがパンドラの箱になる前に、
システム全体の健全さを保ちながら、効
率よく開発できる環境を作っておくこと
は大切だと考える。

 M

うな構成になっているのかを確認しなが
ら構築することが重要である。

Delphi/400 は、各ツールの処理間を
CSV ファイルでやり取りできるように
した汎用性・利便性と、ツリー構造の表
示・展開など感覚的に理解できる GUI
を備えたアプリケーションを短期間で実
装できる点で効果を発揮した。

効果
長年の懸案であった問題点が解決さ

れ、システムの見える化と時間の大幅な
短縮に成功した。

とくに物理ファイルへのフィールド
追加に関しては、物理ファイル・論理ファ
イルのコンパイルなどの作業は手動で行
う必要があるものの、調査から関連プロ
グラムのコンパイルと確認までを 30 分
程度で行えるようになり、限られた時間
の中でもシステム全体をシンプルに最適
化しながら開発を進めていけるように
なった。

今後の展望と課題
ツリー表示は子から親への逆展開も

できる。この結果は、システム改修の影
響を受けるユーザーへの一括メール連絡
や、プログラムの一括停止にも活用でき
る。

現在は定期的に各ツールを使用して
メンテナンスしているが、バッチ処理に
してスケジューリング化すれば自動化で
きる。

課 題 と し て は、 今 後 増 え て い く
Delphi のアプリケーションへの対応が
ある。Delphi のソースファイル用のク
ローラーを別に作成するか、Delphi の
アプリケーション自身が使用しているオ
ブジェクトのリソース名をツリーファイ
ルに書き出すようにすれば、RPG や CL
等と同様に管理できるようになるはず
だ。

総評
IBM i はさまざまな企業で長年使用さ

れる、堅牢性に優れたサーバーであるが、
長く使用しているとそれに比例してシス
テムの複雑さを増していく。

RPG や CL だけでシステムの見える
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